
第 100 回 学長定例記者会見          

第１００回 学長定例記者会見 

日時：平成３０年７月２６日（木）１０：３０～１１：００ 

場所：広島大学 東広島キャンパス 法人本部棟２階 ２Ｆ会議室 

※テレビ会議システムにより、記者会見の模様を同時配信 

受信場所：東千田キャンパス 総合校舎１階 会議室 

  ※Ustream および YouTube による録画配信を実施 

 

【発表事項】 

 

１．平成３０年７月豪雨災害による広島大学の被害と取り組みについて 

 

 

２．原爆の日に関連した広島大学主催行事について 

（1）2018 年度広島大学平和センター記念国際シンポジウム 

（２）2018 年度広島大学資料展示「病理学者、原子野をゆく」 

（３）広島大学原爆死没者追悼式 

（４）広島大学平和企画 

 

３．入試情報の取り扱い（解答の公表等）について 

 

 

【お知らせ】 

 

１．第１回ダイバーシティ環境推進シンポジウムを開催します 

 

 

２．広島大学大学院文学研究科・文学部 第１６回「文藝学校」講演会を開催し

ます 

 

 

■次回の学長定例記者会見（予定） 

    日時： 未定 

場所： 未定 

 



 

第 100 回  学長定例記者会見 発表事項１  

 

平成３０年７月２６日 

 

平成 30 年７月豪雨災害による広島大学の被害と取り組み 

 

 ７月６日～８日にかけての西日本を中心とした豪雨災害により、広島大学で

の被害状況と、災害に対する取り組みについては以下のとおりです。 

 

 

１．被害状況 

 （１）本学構成員・同家族の被災状況（7/23 現在） 

 

 （２）物的被害 

 

 

２．災害に対する取り組み 

 （１）休講措置 

 

 （２）附属病院における対応 

 

 （３）附属図書館 

 

 （４）留学生対応 

 

 （５）広島大学平成 30 年 7 月豪雨災害調査団の設置（7 月 11 日） 

 

 （６）広島大学防災・減災センターの設置検討開始（7 月 11 日） 

 

 （７）臨時バスの運行 

 

 （８）その他 

 

 
【お問い合わせ先】 

財務・総務室広報部広報グループ 

TEL:082-424-3749  FAX:082-424-6040 
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平成 30年 7月豪雨災害による被災状況及び対応について 

  平成 30 年 7 月 24 日（火） 

                                広   島   大   学 

 

 

１．被害状況 

（１）本学構成員・同家族の被災状況（7／23 現在） 

  ① 教職員・同家族  

   ・死亡                 １ 件 

・負傷                 １ 件 

   ・家屋等の損壊，浸水，停電，断水等  ６５ 件 

   ・避難所等への避難           ５ 件 

 

  ② 学生，生徒，児童等・同家族  

   ・死亡                 ０ 件 

・負傷                 ０ 件 

   ・家屋等の損壊，浸水，停電，断水等  ４７ 件 

   ・避難所等への避難           ２ 件 

 

（２）物的被害【資料 1】 

  ①建物 

・環境安全センター地下室の浸水 → 流入水の排水は完了，三次洗浄水以降の排水を公共下

水へ接続 

②土地 

   ・附属幼稚園北，東側の土砂崩れ → 土砂撤去済み，応急の土止めを手配中 

   ・ががら第一職員宿舎東側土砂崩れ → 土砂撤去済み，応急の土止めを手配中 

   ・六方学園への土砂の流出 → 土砂撤去完了 

   ・池ノ上学生宿舎，山中池付近の土砂流入 → 土砂撤去済み,通行止め解除 

   ・中央図書館とサタケホールの間の法面の崩れ → 通行止め措置（8 月中に復旧見込み） 

   ・総合科学部東側法面崩れ → 立入禁止措置 

   ・三原附属幼小中プール横法面崩壊  → 立入禁止措置 

   ・理学研究科附属臨海実験所門周辺に土砂流入 → 車道の土砂を撤去し,通行止め解除 

   ・宮島植物実験所へ至る道路崩落（計 2 か所） → 応急措置の作業中,片側通行可能 

③機器 

・環境安全センター 地下ポンプ，制御盤，自家発電装置が水没 → 作動確認中 
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２．主な対応 

（１）休講措置 

①大学 

＜東広島キャンパス＞ 

    7 月 6 日（金）～13 日（金） 

7 月 17 日（火）から授業再開 

＜霞・東千田キャンパス＞ 

7 月 10 日（火）から授業を再開 

※一斉休講の補講は別添（資料 3）のとおり実施予定 

 ②附属学校園 

    別添（資料 4）のとおり 

 

（２）大学病院における対応 

①患者受け入れ関係 

・災害対策本部の設置（7 月 6 日（金）～8 日（日）） 

・治療エリアを 2 か所（赤エリア，黄・緑エリア）設置（7 月 7 日（土）～8 日（日）） 

・患者の受入れ（7 月 6 日（金）～8 日（日）：災害関連 18 件） 

②派遣関係 

・ＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）の派遣（7 月 6 日（金）～11 日（水）延べ 4 チーム） 

・ドローン撮影（7 月 10 日（火）矢野・浅田病院，11 日（水）府中町榎川上流） 

・感染制御チームの派遣（7 月 13 日（金），14 日（土），17 日（火），20 日（金）出動／JMAT

として活動） 

・災害支援ナースの派遣（7 月 13 日（金）～25 日（水），27 日（金）～30 日（月）出動） 

・広島県医療救護班調整本部へのコーディネーターの派遣（7 月 13 日（金）～出動） 

・ＪＭＡＴ（日本医師会災害医療チーム）の派遣（7 月 14 日（土）～16 日（月）出動） 

・ＤＰＡＴ（災害派遣精神医療チーム）の派遣（7 月 15 日（日）～17 日（火），19 日（木），

21 日（土），23 日（月）出動） 

・ＪＲＡＴ（大規模災害リハビリテーション支援チーム）の派遣（7 月 17 日（火）～19 日（木），

23 日（月）～25 日（水）出動／JMAT として活動） 

・口腔ケアチームの派遣準備（チーム構成済，出動指示待ち） 

③その他 

・医療従事者に対する看護師宿舎空き部屋の提供 

 

（３）附属図書館 

   ・５館（中央，東，西，霞，東千田） 臨時休館 ７月６日（金）～９日（月） 

   ・中央図書館 ２２時まで開館 ７月１０日（火）～１３日（金） 

・西図書館 １７時まで開館 7 月１０日（火）～１３日（金） 

・東図書館 臨時休館 ７月１０日（火）～１２日（木） 

・東図書館 １７時まで開館 ７月１３日（金） 
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・霞図書館，東千田図書館 通常開館 ７月１０日（火）～ 

・中央図書館，東図書館，西図書館 通常開館 7 月１４日（土）～ 

・他大学学生への図書館開放（「自大学への通学が困難な方へ」7 月 12 日：図書館 HP 掲載） 

・「他キャンパスからの資料取り寄せ等を再開」 7 月１８日（水）～ 

 

（４）留学生対応 

   ・非正規留学生の安否確認，休講連絡（ＳＮＳ，メール，又は直接） 

   ・休講通知の中国語訳を中国語版ＨＰに掲載 

・最新の災害情報の提供（東広島市ＨＰ（多言語対応）など） 

・留学生約 150 人に非常食 120 食分及びハラル対応もみじ饅頭等 770 個を無料配布(7 月 9 日)  

・中国 李天然大阪総領事が中国人留学生に対する災害対応慰労のため来学（7 月 23 日） 

 

（５）広島大学平成 30 年 7 月豪雨災害調査団の設置（7 月 11 日） 

   ・学内の防災研究分野の専門家を集め，越智学長を団長とする調査団を設置 

・土石流・斜面災害，水文気象・洪水・氾濫，生活インフラ被害，公衆衛生・医療班の４つの

班で調査を開始 

・公式ウェブサイトの「豪雨災害に対する取り組み」で調査速報データ等を随時更新 

・交通問題緊急対策会議 

－7 月 13 日（金），東広島市，東広島警察と 17 日（火）からの授業再開に向けた交通問

題の対策を協議 

     －7 月 17 日（火），東広島市，東広島警察，交通各社と当日のバス運行状況等の情報を共

有し，今後の対策を協議 

     －7 月 19 日（木）に，東広島駅の混雑・混乱解消のため，現地調査・対応協議 

・7 月 17 日（火）・18 日（水）の 2 日間，交通問題緊急対策グループが大学周辺のバス交通

状況を SNS でリアルタイム配信 

 

（６）広島大学防災・減災センターの設置検討開始（7 月 11 日） 

    ・防災・減災に向けた社会貢献の取り組みとして，国，広島県，広島市，東広島市と連携し，

情報発信，人材育成，地域支援，調査・研究の４つの機能を有するセンターの設置検討を

開始 

 

（７）臨時バスの運行 

   7 月 17 日（火）からの授業再開に合わせ，8 月 9 日（木）まで次のとおり臨時バスを運行 

なお，7 月 28 日（土）補講，8 月 4 日（土）試験，8 月 5 日（日）試験も同様に運行 

①東広島駅～広島大学間 

東広島駅発は 14 便の増便（始発 7：00），広島大学発は 10 便の増便（最終便 18：30） 

    ②呉～広島大学間（借上バス） 

往路） 7:00 広島県呉合同庁舎玄関前発 

           8:30 広島大学東広島キャンパス大学会館前着 
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復路）18:20 広島大学東広島キャンパス大学会館前発 

19:50 広島県呉合同庁舎玄関前着 

    ③グリーンフェニックス（広島バスセンター～広島大学間） 

増便について現在要請中。 

 

（８）その他 

  ①情報発信 

・学長メッセージ（号外）の発出（７月 8 日，9 日，11 日） 

   ・副学長メッセージの発出（７月 12 日） 

・大学間協定校へ学長レターのメール送付（7 月 17 日） 

・在学生（留学生を除く約 14,000 名）の保護者宛てに「保護者・ご家族の皆様へ」とする学

長メッセージを送付予定。8 月初旬に刊行する広報誌「HU-Plus」に同封（8 月中旬頃発送

予定） 

  ②学生向け情報ポータルサイト 学生情報の森「もみじ」 

・キャンパスネットワークを収容している光ファイバに切断の危険性が発生し，「もみじ Top」

及び「My もみじ」へ接続できなくなる可能性が生じていたが，7 月 18 日にキャンパスネ

ットワークの損傷個所の迂回工事が完了し，切断の危険性は解消した。 

・気象情報の発表，交通機関の運休等に伴う一斉休講等の緊急連絡については，「もみじ Top」

の緊急連絡欄において確認することとしているが，「もみじ Top」へアクセスできなくなっ

た場合，緊急連絡については「広大公式 HP」，「広大公式 twitter」，「広大公式 Facebook」

で確認するよう学生へ周知した。 

  ③学生宿舎の緊急募集 

   ・申込相談（7 月 23 日（月）現在） 24 人（男子 9 名，女子 15 名） 

   ・入居状況 池の上学生宿舎（男子用 54 戸中）6 名入居済 

         借上宿舎   （女子用 42 戸中）0 名 

→（ﾍﾞｯﾄ等付生協物件へ）6 名入居済 1 名検討中 

④生協 

○生協（食堂） 

＜東広島・霞・東千田キャンパス＞ 

7 月 23 日（月）～8月 3日（金） 通常通り営業 ※7 月 29 日（日）休み 

但し，7月 28 日（土），8月 4日（土），8月 5日（日）の補講・試験日は次の通り 

     ＜東広島キャンパス＞ 

7 月 28 日（土） 

西第 2福利会館・大学会館・北第 1 福利会館→11:00～14:00 

他は休み 

     8 月 4 日（土）・5 日（日） 

西第 2福利会館・大学会館・北第 1 福利会館・北第 2福利会館・東福利会館→11:00～14:00 

     他は休み 

    ＜霞キャンパス＞ 
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     7 月 28 日（土）ヴィオラダイニング→11:00～14:00 

     8 月 4 日（土）・5 日（日）ヴィオラダイニング→検討中 

＜東千田キャンパス＞  

7 月 28 日（土）・8 月 4日（土）・5 日（日）プナナダイニング→11:00～20:00 

 

○生協（売店関係） 

＜東広島・霞・東千田キャンパス＞ 

7 月 23 日（月）～8月 3日（金） 通常通り営業 ※7 月 29 日（日）休み 

但し，7月 28 日（土），8月 4日（土），8月 5日（日）の補講・試験日は次の通り 

＜東広島キャンパス＞ 

     7 月 28 日（土） 

西第 2福利会館→11:00-13:00，北第 1 福利会館→10:30～14:00 

他は休み 

     8 月 4 日（土） 

     北第 2福利会館・西第 2 福利会館・大学会館→11:00-13:00，北第 1福利会館→10:30～14:00 

     他は休み 

     8 月 5 日（日） 

     北第 2福利会館・西第 2 福利会館・大学会館→11:00-13:00，北第 1福利会館→10:30-14:00 

     他は休み 

＜霞キャンパス＞  

7 月 28 日（土）ヴィオラショップ→休み 

8 月 4 日（土）ヴィオラショップ→10:00-13:30 

8 月 5 日（日）ヴィオラショップ→検討中 

＜東千田キャンパス＞  

7 月 28 日（土）プナナショップ→11:00-20:00 

8 月 4 日（土），8月 5 日（日）プナナショップ→検討中 

⑤学生ボランティア 

    7 月 10 日（火）学生ボランティア募集開始 

    7 月 11 日（水）学生ボランティア派遣 約 70 名 

（西条町福本・西条町大沢・高屋町地区） 

7 月 12 日（木）学生ボランティア派遣 約 90 名 

（高屋町・安芸津・黒瀬・三永・郷曽・板城地区） 

7 月 13 日（金）学生ボランティア派遣 約 35 名 

（高屋町・安芸津・下三永・郷曽・板城・豊栄地区） 

 7 月 14 日（土）学生ボランティア派遣 約 120 名 

                        （安芸津・志和・安浦地区） 

    7 月 15 日（日）学生ボランティア派遣 約 120 名 

                        （安芸津・志和・安浦地区） 

    7 月 16 日（月・祝）学生ボランティア派遣 約 130 名 
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                        （安芸津・黒瀬・安浦地区） 

7 月 21 日（土）学生ボランティア派遣 約 70 名 

（東広島方面，安浦方面，音戸方面） 

7 月 22 日（日）学生ボランティア派遣 約 70 名 

（東広島方面，安浦方面，音戸方面） 

  ⑥物資支援関係 

○受領 

    ・南相馬市の有志の方から，ペットボトル 6,000 本受領（7 月 15 日） 

（内訳：本学 2,000 本，東広島市社会福祉協議会 4,000 本） 

・自転車競技チーム「チーム右京」を東広島市に有する元Ｆ１レーサーの片山右京さんから

「チーム右京」として，経口補水液用パウダー20 箱を受領（7 月 18 日） 

○提供 

・呉市役所へ土のう袋（4,900 枚）を発送（7 月 18 日） 

・熊野町役場へ使い捨て皿（3,000 枚）を届けた（7 月 20 日） 

⑦その他 

・義援金の開始（7 月 11 日） 

   ・文書館が水損した小学校の文書を受け取り，修復作業を実施（7 月 17 日） 

 

 

 

 

 

 

 



団地名  ：東広島団地（060)
被災場所：(038)環境安全センター
被災番号：①
被災箇所：地階ポンプ室
被害内容：地階ポンプ室の冠水
被害内容：実験排水処理設備(主としてポンプ類、制御盤)、

    自家発電設備、消火ポンプ設備等の水没

被害写真

広島大学（東広島団地）

②水没した機器

冠水水位1050mm

①冠水状況

①③

②

③水没した機器

（自家発電設備）
（ポンプ類）

（ポンプ類）

冠水水位1050mm
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団地名  ：東広島団地（060)
被災場所：屋外（園舎（123)付近）
被災番号：②
被災箇所：山の斜面
被害内容：山の土砂流出

被害写真

広島大学（東広島団地）

①山の土砂流出 ②山の土砂流出

①

②

園舎(123)

③山の土砂流出

③
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追加資料 

 

被災した志願者に対する平成 30 年度実施の入学検定料免除について 

 

  平成 30 年 7 月 25 日（水） 

                           広   島   大   学  

 

 

平成３０年度７月豪雨による被災者に経済的負担を軽減し、志願者の進学機会の確保を図るため、

平成３０年度に実施する本学の入学者選抜において、検定料免除の特例措置を実施することとなりま

したので、お知らせします。検定料免除は、志願者の学資負担者が所有する自宅家屋が全壊、大規模

半壊、半壊又は流失した場合若しくは学資負担者が死亡又は行方不明の場合が対象となります。入学

者選抜の出願までに入学センター又は各研究科の入試担当までご連絡ください。 

 また、入学後に安心して勉学が出来るような経済支援として、入学料の免除、授業料の免除などの

制度があります。 

 入学料免除・授業料免除においては、過去の災害時に作成した方針に基づき被災学生に免除を行い、

全額又は半額免除を実施します。 

 

  

【問い合わせ先】 

＜検定料免除に関すること＞ 

教育室教育部入学センター 

電話 082-424-6185 

 

＜入学料・授業料免除に関すること＞ 

教育室教育部学生生活支援グループ 

電話 082-424-6163 



 

第 100 回  学長定例記者会見  発表事項２   

 

平成３０年７月２６日 

 

原爆の日に関連した広島大学主催行事について 

  

 ７３回目の原爆の日を迎えるにあたり、広島大学の関連行事をご案内します。 

 

８ 月 ２ 日 に 広 島 大 学 平 和 セ ン タ ー の 記 念 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム を 開 催 し ま す 。

「ヒロシマの平和、そして世界の平和—過去・現在・未来への展望」と題して、

今日（こんにち）の「ヒロシマ」が平和構築をはじめ世界の平和に果たしうる

役割について議論します。 

 

８月３日から９月２０日まで資料展示会を開催します。原爆投下直後から被

災者の治療や原因究明に尽力し、広島大学医学部病理学教室の初代教授であっ

た玉川忠太氏の資料を中心に当時の医師たちの取り組みを紹介します。 

 

 ８月６日には、広島大学原爆死没者追悼式を開催します。広島大学に包括さ

れた旧制諸学校の教職員、学生、生徒および児童で、在職中または在学中に原

子爆弾に被爆され、その後亡くなられた方々の霊を慰めるために執り行うもの

です。 

 今回は新たに２９人を書き加え１９８１人となった原爆死没者名簿を奉納

します。 

 

 また、死没者追悼式の後に、広島大学平和企画を実します。平和企画では、

被爆者が持つ平和を希求する思いを継承していくため、被爆者や本学学生たち

が書いた手紙や絵をタイムカプセルに入れて地中に埋めるタイムカプセル記

念式。その手紙を書いた学生と留学生との意見交換会。核兵器廃絶国際キャン

ペーン（ＩＣＡＮ：アイキャン）国際運営委員の川崎 哲（かわさき あきら）

氏による核兵器禁止条約の意義についての講演会を実施します。 

 

【お問い合わせ先】 

財務・総務室広報部広報グループ 

TEL：082-424-3749 FAX: 082-424-6040 



 

第 100 回  学長定例記者会見  発表事項２ (1)  

 

平成３０年７月２６日 

 

2018 年度広島大学平和センター記念国際シンポジウム 

「ヒロシマの平和、そして世界の平和－過去・現在・未来への展望」 

を開催します 

 

 広島大学平和センターでは、下記の通り国際シンポジウムを開催します。 

  

記 

 

日 時：2018 年 8 月 2 日（木）13:30-17:00 

場 所：広島大学東千田未来創生センターM401 

言 語：英語 / 日本語（同時通訳付） 

主 催：広島大学平和センター 

 

＜スケジュール＞ 

趣旨説明： 

川野 徳幸（広島大学平和センター長・教授） 

講演・パネルディスカッション： 

竹峰 誠一郎（明星大学准教授・広島大学平和センター客員研究員） 

福井 康人（広島市立大学准教授） 

Camilo Alberto Borrero García（コロンビア国立大学教授） 

片柳 真理（広島大学平和センター副センター長/広島大学大学院国際協力

研究科副研究科長・教授） 

モデレーター： 

友次 晋介（広島大学平和センター准教授） 

 

【お問い合わせ先】 

広島大学平和センター 担当：下手 

TEL：082-542-6975 FAX: 082-245-0585 

E-mail: heiwa@hiroshima-u.ac.jp 
 







第 100 回学長定例記者会見 発表事項２ (2)  

 

平成３０年７月２６日 

2018 年度資料展示『病理学者、原子野をゆく 

—広島大学医学部教授・玉川忠太の原爆症への挑戦—』 

 

 1945 年 8 月の原爆投下直後から、広島では多くの医学者による救護活動

が行われた。彼らは、当時としてはまだ知られていない原爆被災を受けて傷つ

いた多くの人々を目の前にして、その原因の究明や治療に力を尽くした。特に、

医学者にとって未知の世界であった放射線災害の原因究明は、重く大きな課題

となった。そして、その中に、広島大学医学部病理学教室の初代教授となった

玉川忠太がいた。この当時、玉川は広島医学専門学校の教授であり、被爆直後

の広島の原子野で奔走した科学者の一人であった。 

本展示では、昨年 8 月に確認した広島大学大学院医歯薬保健学研究科分子

病理学研究室に所蔵されている玉川忠太資料*1 を中心に、原爆放射線医科学研

究所所蔵資料なども含め、被爆直後からの医学者たちの取り組みの一端を紹介

する。 

 現在も原爆による身体への影響の実像は明らかではない。しかし、玉川忠太

のような当時の広島の医者・医学者の究明への努力がスタートしなければ、被

ばくの問題について、現在のレベルほどに今私たちは迫ることはなかったはず

である。その原点の意味を改めて問い直す。 

 

記 

 

1．タイトル：「病理学者、原子野をゆく広島大学医学部教授・玉川忠太の原

爆症への挑戦」 

2．場  所：広島大学医学部医学資料館（広島大学霞キャンパス） 

3．開催期間：2018 年 8 月 3 日（金）～9 月 20（木） 

 ※前日（8 月 2 日（木）14：00）プレオープン（マスコミ

向け内覧会） 

4．特別協力：広島大学大学院医歯薬保健学研究科 分子病理学研究室 

5．共  催：広島大学原爆放射線医科学研究所・広島大学医学部 

放射線災害・医科学研究拠点（広島大学・長崎大学・福島県立

医科大学） 

 

*1：2017 年 8 月 5 日『中国新聞』朝刊掲載記事「原爆死の解剖記録 克

明 広島壊滅直後の１９例 広島大院に現存」（西本雅実）参照 

 
【お問い合わせ先】 

広島大学原爆放射線医科学研究所 

附属被ばく資料調査解析部 

担当：久保田明子 

TEL:082-257-5936  FAX:082-257-5878 

 



―広島⼤学医学部教授・⽟川忠太の原爆症への挑戦―
（広島⼤学医学部所蔵資料および原爆放射線医科学研究所所蔵資料より）

※当時の⽟川は広島⼤学医学部の前⾝である広島医学専⾨学校の教授でした

（⼟曜⽇・⽇曜⽇・祝⽇・夏季休暇⽇閉館）
広島⼤学霞キャンパス（⼤学病院前）特別協⼒ 広島⼤学⼤学院 医⻭薬保健学研究科分⼦病理学研究室

共催 広島⼤学原爆放射線医科学研究所・広島⼤学医学部
放射線災害・医科学研究拠点（広島⼤学・⻑崎⼤学・福島県⽴医科⼤学）

企画・製作 広島⼤学原爆放射線医科学研究所附属被ばく資料調査解析部

＊展⽰問い合わせ TEL︓082‐257‐5877 附属被ばく資料調査解析部背景写真︓湯崎稔資料（広島⼤学原爆放射線医科学研究所所蔵）



PATHOLOGIST
IN
ATOMIC
FIELD

Challenge about Atomic Bomb 
Diseases from Dr. Tamagawa
(Hiroshima University) 

Museum of Medical History
School of Medicine, Hiroshima University

Special cooperation
Department of Molecular Pathology, Graduate School of Biomedical & Health 
Sciences, Hiroshima University

Co-host 
Research Institute for Radiation Biology and Medicine (RIRBM), Hiroshima University
School of Medicine, Hiroshima University
Research Center for Radiation Disaster Medical Science 
(Hiroshima University, Nagasaki University, Fukushima Medical University)

Planning and production 
Division of Radiation Information Registry, RIRBM, Hiroshima University



 

第 100 回  学長定例記者会見  発表事項２ (3)  

 

平成３０年７月２６日 

 

広島大学原爆死没者追悼式について 

 

本学では、広島大学に包括された旧制諸学校の教職員、学生、生徒および児

童で、在職中または在学中、広島に投下された原子爆弾により被爆され、その

後亡くなられた方々の霊を慰めるため、下記のとおり原爆死没者追悼式を執り

行います。 

 

記 

 

日 時：平成 30 年 8 月 6 日(月) 午前 10 時開式 

 

場 所：広島大学東千田キャンパス内「広島大学原爆死没者追悼之碑」前 

（広島市中区東千田町一丁目 1 番 89 号） 

 

式次第：開式の辞 

       原爆死没者名簿奉納 

       黙とう 

       追悼の辞 

       献花及び献水 

       閉式の辞 

 

※今回新たに確認された死没者 29 人を書き加えた原爆死没者 

名簿（記載数 1,981 人）を奉納 

 

 

＜参考＞ 

 閉式後、引き続き、「原爆死没者遺骨埋葬の地碑」（東千田キャンパス内）に、

広島文理科大学および広島高等師範学校の関係者による献花および献水を執

り行います。 

 
【お問い合わせ先】 

財務・総務室財務・総務部総務グループ 

TEL:082-424-6032 FAX:082-424-6020 

 



 

第 100 回  学長定例記者会見 発表事項２ (4)  

 

平成３０年７月２６日 

 

8 月 6 日に広島大学平和企画を実施します 

①タイムカプセル記念式 

②平和に関する学生の意見交換会 

③核兵器廃絶国際キャンペーン(ICAN)国際運営委員 川崎哲氏による講演会 

 

広島大学は、８月６日に下記のとおり「広島大学平和企画」を実施しますの

でご案内します。 

 

記 

 

【日 時】８月６日（月）１０：４５～１５：００ 

【場 所】広島大学 東千田キャンパス  

【内 容】 

１０：４５～１１：0５ 東千田慰霊碑付近 

①  タイムカプセル記念式 

 被爆者が持つ平和を希求する思いを継承していくため、広島市内の

被爆者、本学学生、留学生、教職員に書いていただいた平和を願う手

紙や絵を、タイムカプセルに入れて地中に埋めます。 

 

１１：２０～１２：００ 東千田未来創生センター１階 BIBLA Send 

②平和に関する学生の意見交換会 

 タイムカプセルに手紙を入れた本学学生と留学生による意見交換会

を開催します。 

 

１３：３０～１５：００ 東千田未来創生センター４階講義室 

③核兵器廃絶国際キャンペーン（ICAN）国際運営委員 川崎哲氏によ

る講演会（平和センター主催） 

 ピースボート共同代表、核兵器廃絶国際キャンペーン（ICAN）国

際運営委員の川崎哲（かわさき あきら）氏をお招きし、核兵器禁止条

約の意義について講演会を開催します。（別添ポスター参照） 

 
 

【お問い合わせ先】 

講演会 ：国際室国際交流グループ 中家（なかいえ）TEL:082-424-6046 

上記以外：国際室国際交流グループ 嘉陽（かよう）  TEL:082-424-4566 

                         FAX:082-424-6179 

 



第 100 回  学長定例記者会見 発表事項３  

 

平成３０年７月２６日 

 

入試情報の取扱い（解答の公表等）について 

 

 この度、「平成 31 年度入学者選抜実施要項（平成３０年６月４日付け文部

科学省高等教育局長通知」を踏まえ、本学の入試情報の取扱い（解答の公表等）

について、取りまとめました。 

 

１．対象とする試験の範囲 

 一般入試前期日程、後期日程、広島大学光り輝き入試及び学部第 3 年次

編入学試験のすべてを対象とする。 

 

２．試験問題の公表 

（１）試験問題については、公表するものとし、各入試方式とも原本の提供、

閲覧及びホームページへの掲載を実施する。 

ここで言う試験問題とは、一般入試前期日程及び後期日程の個別学力検

査の問題並びにそれに準じた内容を持つ紙媒体により出題された問題で、

受験者以外の第三者が見る可能性のあるものを指す。 

なお、ホームページへは、著作物の権利処理を行わず、著作物名を明示

すること等により問題の内容を明らかにする方法で掲載する。   

（２）公表の時期については、原則として各入試の合格者発表の期日までに

開始する。 

 

３．解答の公表 

（１）解答の公表に関する基本的な考え方は、解答については「原則として

公表する」ものとする。ただし、一義的な解答が示せない記述式の問題等

については、「出題の意図又は複数の若しくは標準的な解答例等を原則とし

て公表する」ものとする。 

（２）各教科等の具体的な対応については、上記（１）の公表に関する基本

的な考え方に基づいた上で、一般入試前期日程に関しては、教科等ごとに

各年度の問題作成分科委員長のもとに対応を検討し、入学センターに報告

する。 

一般入試後期日程，広島大学光り輝き入試及び学部第３年次編入学試験

に関しては、各部局において年度ごとに対応を検討し、入学センターに報

告する。 

（３）解答の公表が「第二の入試ミス」に繋がらないよう、慎重な点検を実

施する。 

（４）公表の時期については、原則として各入試の合格者発表の期日までに

開始する。 

 
【お問い合わせ先】 

広島大学教育室教育部入試グループ  村岡昌良 

TEL:082-424-6171  FAX:082-424-6710 

 



入試情報の取扱い（解答の公表等）について 

 

平成 31 年度入学者選抜実施要項（H30.6.4 付け  文部科学省高等教育局長通知） 

２．入試情報の取扱い 

（１）個別学力検査における試験問題やその解答については，当該入試の実施以降に受験

者や次年度以降の入学志願者が学習上参考にできるようにするため，次のとおり取り

扱うものとする。 

   ①試験問題については，原則として公表するものとする。 

   ②解答については，原則として公表するものとする。ただし一義的な解答が示せな

い記述式の問題等については，出題の意図又は複数の若しくは標準的な解答例等

を原則として公表するものとする。 

   なお，試験問題中の著作物の権利処理が困難である場合には，著作物名を明示する

こと等により問題の内容が明らかになるように努める。 

 

 

１．対象とする試験の範囲 

 

 一般入試前期日程，後期日程，広島大学光り輝き入試及び学部第 3 年次編

入学試験のすべてを対象とする。 

 

２．試験問題の公表 

（１）試験問題については，公表するものとし，各入試方式とも原本の提供，

閲覧及びホームページへの掲載を実施する。 

ここで言う試験問題とは、一般入試前期日程及び後期日程の個別学力検 

査の問題並びにそれに準じた内容を持つ紙媒体により出題された問題で，受

験者以外の第三者が見る可能性のあるものを指す。 

なお，ホームページへは，著作物の権利処理を行わず，著作物名を明示す

ること等により問題の内容を明らかにする方法で掲載する。 

   

（２）公表の時期については，原則として各入試の合格者発表の期日までに開

始する。 

 

３．解答の公表 

（１）解答の公表に関する基本的な考え方は，解答については「原則として公

表する」ものとする。ただし，一義的な解答が示せない記述式の問題等につ

いては，「出題の意図又は複数の若しくは標準的な解答例等を原則として公表

する」ものとする。 



 

（２）各教科等の具体的な対応については，上記（１）の公表に関する基本的

な考え方に基づいた上で，一般入試前期日程に関しては，教科等ごとに各年

度の問題作成分科委員長のもとに対応を検討し，入学センターに報告する。 

一般入試後期日程，広島大学光り輝き入試及び学部第３年次編入学試験に関

しては，各部局において年度ごとに対応を検討し，入学センターに報告する。 

 

（３）解答の公表が「第二の入試ミス」に繋がらないよう，慎重な点検を実施

する。 

 

（４）公表の時期については，原則として各入試の合格者発表の期日までに開

始する。 



第 100 回学長定例記者会見 お知らせ事項１  

 

平成３０年７月２６日 

第１回ダイバーシティ環境推進シンポジウム 

「女性も男性もともに活躍できる社会を目指して」 

を開催いたします 

 

 広島大学は、文部科学省の平成 29 年度科学技術人材育成費補助事業「ダイ

バーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）」に採択されました。その

事業の一環として、共同実施機関のマツダ株式会社、デルタ工業株式会社、一

般財団法人国際開発センターの共催と、東広島市の後援のもと、中国地区・四

国地区の女性研究者活躍推進、男女共同参画推進を目的に本シンポジウムを開

催いたします。 

「女性も男性もともに活躍できる社会を目指して」をテーマに、基調講演では

シカゴ大学教授の山口一男氏に、広島大学女性活躍促進賞（メタセコイア賞）

授賞式及び受賞講演では福山大学長の松田文子氏に、それぞれお話しいただき

ます。 

パネルディスカッションでは、３名のパネリストから「連携機関等における

女性活躍への取組」の事例報告後、コメンテーターを交えてディスカッション

を行います。 

 参加費は無料でどなたでも参加いただけます。みなさまのご参加をお待ちし

ています。 

 

記 

 

日 時：平成３０年７月３０日（月）13 時 00 分～1７時０0 分 

（受付開始：12 時 20 分） 

場 所：広島大学東千田未来創生センターM303 

テーマ：女性も男性もともに活躍できる社会を目指して 

内 容： 

○第１部 

  基調講演：「女性が男性と同等に活躍する社会の実現には、どの様な社会

変革が必要で、その実証的根拠は何か？」 

山口一男（シカゴ大学教授） 

  メタセコイア賞授賞式及び受賞講演 

松田文子（福山大学長） 

○第２部 

パネルディスカッション 

 
【お問い合わせ先】 

財務・総務室広報部広報グループ 

TEL:082-424-3749  FAX:082-424-6040 
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第 100 回学長定例記者会見 お知らせ事項２  

 

平成３０年７月２６日 

 

広島大学大学院文学研究科・文学部 

第 16 回「文藝学校」講演会を開催します 

 

 

 広島大学大学院文学研究科・文学部と鳥取県米子市の NPO 法人「本の学校」

は、株式会社今井書店グループと共催で、毎年「文藝学校」講演会を開催して

います。 

 今年度は下記のとおり開催します。また、講演終了後には高校生の皆さんか

らの受験相談も承ります。現役の学生が対応しますので、お気軽にご参加くだ

さい。 

 広島大学文学部の授業（ゼミナール）を「文藝学校」で模擬体験してみませ

んか。皆様ふるってご来聴ください。 

 

記 

 

【日 時】 平成 30 年 8 月 25 日（土）10：30～17：00 

【場 所】 本の学校 今井ブックセンター 2 階多目的ホール 

      （鳥取県米子市新開 2-3-10） 

【入場料】 無 料 

【プログラム】 

講演 1 デュマ『モンテ・クリスト伯』—「それは、震えるほど美しい

復讐劇。」 

［講師］宮川 朗子（文学研究科教授：欧米文学語学・言語学講座） 

 

講演 2 ジェイン・オースティンの写実と英語の素晴らしさに触れる 

［講師］今林 修（文学研究科教授：欧米文学語学・言語学講座） 

 

講演 3 古代地中海世界における呪詛文化  

［講師］前野 弘志（文学研究科教授：歴史文化学講座） 

 

講演 4 「この世をば～」から 1000 年—藤原道長の和歌を読む 

［講師］妹尾 好信（文学研究科教授：日本・中国文学語学講座） 

 

受験相談会（16：15～17：00） 

 
【お問い合わせ先】 

広島大学文学研究科支援室 難波 さゆり 

TEL:082-424-6604 FAX:082-424-0315 

 



　広島大学大学院文学研究科・文学部が鳥取県

米子市の NPO法人「本の学校」と共同で毎年開

催している「文藝学校」講演会を、今年も開催

いたします。

　講演終了後には高校生の皆さんからの受験相

談も承ります。現役の学生が応対しますので、

お気軽にご参加ください。

　今回は、定番の日本文学語学と欧米文学語学

の講演に加えて、歴史文化学（西洋史学）の講

演が予定されています。一足早く、広島大学文

学部のゼミナールを体験してみませんか。

　広島大学大学院文学研究科・文学部が鳥取県

米子市の NPO法人「本の学校」と共同で毎年開

催している「文藝学校」講演会を、今年も開催

いたします。

　講演終了後には高校生の皆さんからの受験相

談も承ります。現役の学生が応対しますので、

お気軽にご参加ください。

　今回は、定番の日本文学語学と欧米文学語学

の講演に加えて、歴史文化学（西洋史学）の講

演が予定されています。一足早く、広島大学文

学部のゼミナールを体験してみませんか。
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「文藝学校」「文藝学校」

広島大学大学院文学研究科・文学部

平成30年8月25日（土）
午前10時30分～午後５時

会場

本の学校 今井ブックセンター２階　

鳥取県米子市新開２－３－10

TEL 0859-31-5001

多目的ホール

広島大学大学院文学研究科・文学部
       

（株）今井書店グループ・「本の学校」郁文塾

ＮＰＯ法人 「本の学校」

講演会講演会

 

 FAX  0859-31-9231）（ TEL  0859-31-5001 ／  

NPO法人「本の学校」

E-Mail　b-schule@imaibooks.co.jp   

日時

お問い合わせ・お申し込み先

主催

共催

講師と演題

（10：40～11：40） 

（15:00～16:00）

(11:50～12:50)

（13:50～14:50）

デュマ『モンテ・クリスト伯』

（欧米文学語学・言語学講座 教授）

妹尾好信 

（歴史文化学講座 教授）

（欧米文学語学・言語学講座 教授）

ジェイン・オースティンの写実と英語の

（日本・中国文学語学講座 教授）

宮川朗子

古代地中海世界における呪詛文化

前野弘志

今林 修

受験相談会（16:15〜17:00）

「この世をば～」から1000年

素晴らしさに触れる

入  場  無  料

— 「それは、震えるほど美しい復讐劇。」

— 藤原道長の和歌を読む

人文学は、半端ない。人文学は、半端ない。
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